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は じ め に 

 

 

 平成７年（１９９５年３月）に発足した「川西地区地域づくり推進協議会（略称 川 

西コミュニティ）」は、平成２３年４月に「第 1 次まちづくり計画」を策定し、各部会 

を中心に川西のまちづくりを進めてまいりました。 

「第 1 次まちづくり計画」では、自主性と相互信頼を基本として、「快適で安全な生 

活環境」「健康で文化的な生活がおくれる」「心ふれあう、住みよい豊かなまちづくり」 

の３本柱を打ち立て、皆様方のご協力を頂きながら川西のまちづくりに積極的に取組 

み、大きな成果を上げることができました。 

しかし、近年、少子高齢化の進行、ＩＴ（情報技術）・ＡＩ（人工知能）による産 

業構造の変化、人間関係の希薄化、自然災害の多発など我々住民を取り巻く生活環境 

は大きく変化し、地域社会においては日々の生活が予測困難になり不透明感を増して 

きています。 

 この様な状況に踏まえながら川西コミュニティにおきましては、このたび「第 2 次 

まちづくり計画」を策定いたしました。 

 これまで取り組んでまいりました各事業は、いずれも川西のまちづくりに不可欠で 

大切なものばかりであるため、今回策定した「第 2 次まちづくり計画」は「第 1 次ま 

ちづくり計画」をより充実させていくとともに、これまでに無かった新しい川西の姿 

を実現していくことを目的としております。今後も下記の「四つの基本方針」を掲げ 

て川西のまちづくりのために全力で取り組んでまいりたいと考えております。皆様の

より一層のご支援ご協力を心よりお願いいたします。 

 

  Ⅰ 「みんなでつくるまちづくり」 

  Ⅱ 「安心して暮らせるまちづくり」 

  Ⅲ 「健康に暮らせるまちづくり」 

  Ⅳ 「活力みなぎるまちづくり」 

 

 

 令和２年４月１日 

 

 

                        川西地区地域づくり推進協議会 

                        会  長   岩 崎 正 朔 
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１．第１次計画の成果と課題 

  

  第１次まちづくり計画は、地域住民の「自主性」と「相互信頼」を基本として     

『快適で安全な生活環境』、『健康で文化的な生活がおくれる』、『心ふれあう、住み

よい豊かなまちづくり』を重点目標に掲げ、各部会が目標実現のために様々な施策

を実施してきました。それぞれの活動状況を見てみると、まちづくりは着実に前進

しているといえます。その一方で、コミュニティ単独で取り組むものと各種団体・

機関と協力して取り組むもの、さらには行政に委ねるものなどとの区分整理、ある

いは相互の連携および情報共有において不十分なところ、更にはまだ事業に着手で

きていないところへの対応などについては、第２次計画に反映していく必要がある

と考えています。 

以下は、各部会において設定したテーマごとの成果と課題です。 

 

（１）社会福祉活動の推進（福祉部） 

 

【成 果】 
   「要配慮者支援活動」では、災害時救援対策の一環として要救護者名簿、マップ 

を作成して毎年２回見直しの調査を実施し、常に新しい状況を把握しながら活動 

してきました。 

   また「共同募金活動」では、募金ボランティアの協力を得て自治会未加入世帯 

や法人等くまなく巡回し、大きな成果を上げています。 

【課 題】 

災害時要配慮者支援活動の更なる推進にあたっては、行政等関係機関とのより一 

層の積極的な協力や単位自治会の理解と協力が必要と思われます。 

   また、地域福祉をより充実させるためには、指導者養成やボランティア要員の 

  確保が急がれます。 

 

       

     

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1584242704/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3d3dy5ib3VzYWkta3lvdG8tY2l0eS5qcC9ib3VzYWkvc3ViX3NoaXNha3Vfc3VwcG9ydC5odG1s/RS=^ADB6X13Qg50ASxwS.4qJ9hj61Q_LfY-;_ylt=A2RCA9aQTmxe2H0A7jKU3uV7
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1584238402/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL2NhcmUtbmV0LmJpei8wMy9hcHBsZWhvbWUvYjQzLnBocA--/RS=^ADBWTOwyRxrX5WMg0CQQL_UAIsadYA-;_ylt=A2RCAwPBPWxetmYAQh6U3uV7
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梶市長へ募金活動の成果報告  

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

要配慮者・支援者研修の様子  
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（２）地域環境対策の推進（環境部） 

 

【成 果】 
   土器川や古子川の環境保全活動や県道等の清掃、犬の糞の持ち帰り活動などを 

  重点的に取り組みました。活動を通して毎回、大きな成果は上がっていますが、 

一方でごみの不法投棄など一般生活の中での地域住民の環境保護に対する意識の 

低さが散見されました。 

 

【課 題】 

   今後も継続して河川等の清掃や緑化などの取り組みをなお一層強化していくべ 

  きですので、住民の積極的な参加を促すために有償ボランティア制度の導入も有 

効な施策のひとつと考えられます。同時に不法投棄の撲滅やリサイクル活動の推 

進など住民個人の普段の生活の中における環境に対する心がけも高揚させていく 

べきと考えます。 

     

緑化推進地（古子川堤防）草刈り作業の様子  

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑化推進活動 つつじの水やりの様子  
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（３）人権啓発活動の推進（人権部） 

 

【成 果】 

   小学校児童と連携した人権啓発の標語づくりやその作品の関係機関への配布な 

どを実施し、人権週間においては町内の各要所に旗竿を立てて人権意識の啓発に

努めてきました。 

 

【課 題】 

   町内における人権啓発は根付いてきていると思われますが、今後はさらに男女 

共同参画や国際交流の視点に立った在留外国人とのコミュニケーション作りなど 

新しい分野での人権啓発活動も模索する必要があります。 

    

人権啓発用のぼりの設置状況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あいさつ運動の看板設置の様子  
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（４）健康寿命延伸活動の推進（保健部） 

 

【成 果】 

   自分自身や家族の健康状態を把握するために各種がん検診や特定検診などの 

受診、健康相談への参加の呼びかけを積極的に実施しました。また、より良い生

活習慣を身につけるために専門講師を招き健康教室や子育て講座なども定期的に

開催して地域の保健・栄養思想の普及に努めてきました。 

 

【課 題】 

   各種がん検診や特定検診などの健康診断の受診については増加傾向にあります 

が、まだまだ受診率が低い状況なので、今後は町民に広く周知できるよう周知方 

法などを工夫しながら呼びかける必要があります。 

また、認知症対応として福祉団体と連携して開催している「にじいろカフェ」を 

更に充実させる必要があります。 

     

自治会館における健康相談の様子  

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

親子ふれあい教室の様子  
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（５）地域防災活動の推進（防災部） 

 

【成 果】 

   地域内の安心・安全な取り組みをしっかりと底辺から広げるとともに、小・中・ 

高等学校への防災教育にも改善を重ねる取組みを展開してきました。また、防災 

伝道師として市外地域へも積極的に出向き防災のノウハウを伝授しており、広域 

連携の絆づくりにも大きく貢献しました。 

 

【課 題】 

   地域防災に対する取り組みは確固たる地盤を築き上げていますが、おごること 

なく今後も更なる強化推進を継続していくべきと考えます。そのための取り組み 

として、防災関係スタッフの人員増加及び若年化が求められています。 

 

     

合 同 防 災 訓 練 の 様 子  

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夜間避難訓練の様子  
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（６）青少年健全育成の推進（青少年健全育成部） 

 

【成 果】 

   将来のまちづくりを担う後継者の育成を目標に活動を行っています。小学校や 

幼稚園などと連携した「ふれあい農園」や「交通安全キャンペーン・親子餅つき大 

会」「夜間見回りパトロール」などの実施は、地域の青少年の健全育成或いは非行・ 

防犯に大きく貢献しているものと考えています。更に「愛・会いまつり」は、全住 

民が一同に集い住民相互が交流できる場として貴重な活動となっています。 

 

【課 題】 

   各活動とも多数の参加があり、地域青少年の健全育成は順調に進んでいますが、 

  この活動を継続させるためには育成者づくりが急務です。特に中学生や高校生な 

中間的な世代が活躍できる場を造り、切れ目のない人材づくりに取り組む必要が 

あります。 

 

          ふれあい農園 稲刈りの様子  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

餅つき大会の様子 
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（７）健康づくり運動の推進（体育部）   

 

【成 果】 
   「健康ウォーク大会」や「ほたるウォーク大会」の開催は、お年寄りから子ども 

  まで一同に健康づくりが出来る機会として多数の参加があり、また町内の若い世 

代の親睦や交流を目的とした「ソフトボール大会」や「ソフトバレーボール大会」

も伝統事業のひとつとして地域に根付き、健康づくりに大きく貢献しています。 

 

【課 題】 

   ウォーキングは、健康で活気ある地域づくりの推進のために欠かせない活動と 

思われますので、コースの見直しなど更なるバージョンアップの必要があります。 

また、「ソフトボール大会」などの球技大会については、参加チームが減少傾向に   

あるので、参加規程の見直しなど何らかの対応が必要です。 

 

 

町 民 体 育 祭 の 様 子  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほたるウオークの様子 
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（８）自治会・企業・団体との連携活動の推進（総務部） 

 

【成 果】 

   未組織地区の自治会組織化を推進する中で、個人でも加入できる川西町独自の 

「コミュニティ自治会」を組織して加入促進を行った結果、多数の加入があり自治 

会加入率の急激なＶ字回復に大きく貢献し、地域内でも最大の組織になりました。 

また、地域の企業・店舗の協力により『かわにし安全・安心パスポート』の交付 

  もスタートし地域企業や団体との連携強化も大きく前進しました。今後更には 

  パスポートの協賛企業の追加も予定されています。 

 

【課 題】 

   自治会の加入率低下については、市内他地域においても大きな問題となってお 

り、今後も更なる活動推進を行う必要があります。 

   一方で、拡大化していくコミュニティ自治会の運営管理に関して、出来るだけ 

早い時期に明確化させる必要があると考えます。 

 

自治会加入率 50％回復記念の様子  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治会加入促進用のぼりの設置状況 
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（９）教育文化活動の推進（総務部） 

 

【成 果】 

   大正琴やおどりなど各種団体が自主的にコミュニティセンターを有効利用し独 

自に活動を行ってきました。また、行政機関等主催の講演会や講座については、 

コミュニティだよりや自治会長会などを通じて情報提供を行い、教育文化活動の 

推進を図ってきました。 

 

【課 題】 

   教育文化活動の推進に関しては、これまで事務局において対応してきましたが、 

今後はいずれかの部会が担当して積極的に取り組んでいくべきと考えられます。 

そして、コミュニティセンターの利用率向上にも繋げていきたいと考えます。 

  

 

   

 

福祉施設の皆さんを招いての「お月見の会」の様子 
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２．第２次計画のプラン 

 

（１） 第２次まちづくり計画の考え方 
地域コミュニティが設立されて丸２５年が経過した中での第２次まちづくり 

   計画策定にあたっては、ボランティア活動によって支えられてきた各種活動も 

   内容によっては、有償ボランティアも検討する時期になってきているのではな 

いかと考えられ、しっかりとした議論が必要ではないかと思っています。 

 

 

（２）第２次まちづくり計画の期間 
      本計画の期間は、２０２０年４月１日から２０２５年３月３１日までの５年 

間とし、社会環境の変化などに対応できるよう必要に応じて見直しを行うもの 

とします。 

 

 

（３）第２次まちづくり計画の重点目標（基本方針） 

Ⅰ  み ん な で つ く る 

Ⅱ  安 心 し て 暮 ら せ る 

Ⅲ  健 康 に 暮 ら せ る 

Ⅳ  活 力 み な ぎ る 
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年３回以上
の交流

7
賛助会員への協力
強化要請

●賛助会員に対してより一層
の協力強化を要請する。

訪問年１回
コミュニティだよ
り郵送・総会案
内

(センター利用数）

３５人／日

6
コミュニティ自治会
の運営支援

●コミュニティ自治会の自立運
営に向けて、必要業務につい
て、支援する。

コミュニティ
役員による
全面支援

コミュニチィ自治
会員の総務部会
への参画開始

コミュニティ自治会
員の総務部参加数

５人

5 生涯学習啓発推進
●各部と協力して各種講座や
講習会を開催しコミュニティセ
ンターを有効利用する。

(センター利用数）

２６人／日

4

「安心・安全かわに
しパスポート」の発
行

●協賛事業者を増やしながら
パスポートを継続発行する。

(協賛業者数)

９店舗
協賛事業者の
エリアを拡大

(協賛業者数)

３０店舗

3 「お月見会」開催
●各団体協力のもと「お月見
会」を開催し、住民の交流推進
を図る。

年１回
交通手段の見
直しを実施

(加入率）
７５％

2
「コミュニティだより」
の発刊

●内容を充実させながら発行
回数の増加も図る。

１回／２ヶ月

特別号など臨
時号の発行を
開始

月１回

1 自治会加入率アップ
●のぼり設置・ポスター貼付・
戸別訪問等の活動を実施し、
自治会加入率アップを図る。

(加入率）

48.9％
(加入率）

６０％

《事業目標》

事業名 具体的取組内容
目　　　　　標

2019 2020 ２１・２２ ２３・２４

　住民同士のつながりを大切にします。

（5）　実施計画

Ⅰ　みんなでつくる

①　生きがいのあるまちづくり（総務部）

《基本方針》

　　地域のにぎわいづくりや自治会の活性化など、
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           自治会加入訪問活動の様子 

 

 

宣伝カーによる自治会加入促進の様子 
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②　人権を尊重するまちづくり（人権部）

《基本方針》

　　あらゆる差別をなくして、全ての住民がこころ

　ふれあえる地域を目指します。

《事業目標》

２１・２２ ２３・２４

人権週間啓発推進
●人権週間に合せた啓発活動の
一環として、「あいさつ標語」「人権
標語」のぼりを設置する。

年１回

事業名 具体的取組内容
目　　　　　標

現状 2020

1

人権啓発標語募集
●城辰小学校と連携して「あいさ
つ標語」や「人権標語」を募集す
る。

年１回2

3

4
「あいさつ＋α」運動
の推進

●小学校・幼稚園・保育所等と協
力してあいさつ運動を実施する。

随時

人権啓発ちらし配布
●人権啓発に関するチラシを作成
し、全自治会員に配布する。

年１回
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人権啓発用のぼりの設置状況 

 

 

 

県民運動推進大会での表彰式の様子 
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6
先進地視察・講演会
等参加促進

●先進地の視察等に積極的に
参加、情報を収集するとともに
地元住民に提供する。

年１５０名

5 防災設備等の点検整備

●災害発生に備え防災機材の
点検並びに備蓄品の補充整備
等を実施する。

月１回

4
福祉施設の防災訓練
の実施

●施設入所者や職員を対象に
防災訓練を実施する。

年３回

3
教育施設等の防災訓
練の実施

●小学校の児童や事業所の職
員などを対象に防災訓練を実
施する。

年６回

年１回
３００名

2
「夜間避難訓練」の実
施

●夜間の災害発生に備えて避
難訓練を実施する。

年１回
４６０名

年１回
５５０名

1 「防災まつり」の実施
●災害による被害の防止・削
減を図るため町全体で避難・救
護訓練等を実施する。

年１回
２８０名

事業名 具体的取組内容
目　　　　　標

2019 2020 ２１・２２ ２３・２４

《事業目標》

Ⅱ　安心して暮らせる

③　安全に安心して暮らせるまちづくり（防災部）

《基本方針》

　　住民主導の避難訓練を推進して、地域住民の

　『危機意識』の高揚を図ります。
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城辰小学校での防災訓練の様子 

 

 

 

大型商業施設内での地震発生による避難訓練の様子 
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年３回
１００名

5 森林の再生
●開発事業により失われた森
の再生を目指す。

再生用地の養成

再生用地
への苗木

植栽

苗木の育成
管理

4 県道の清掃作業
●環境保全の一環として自治
会の協力を得て県道周辺の一
斉清掃活動を実施する。

年３回
９０名

年３回
１５０名

3 古子川の緑化事業
●古子川の緑化維持のため除
草や肥料土盛りなどの必要な
作業を実施する。

(除草）年２回
(肥料）年２回

2 古子川の環境保全活動

●古子川の環境保全のため自
治会の協力を得て一斉清掃活
動を実施する。

年３回
１３９名

２１・２２ ２３・２４

1 土器川の環境保全活動

●土器川の環境保全のため自
治会の協力を得て一斉清掃活
動を実施する。

年３回
３１０名

年３回
３４０名

事業名 具体的取組内容
目　　　　　標

2019 2020

　④　自然や環境を大切にするまちづくり（環境部）

《基本方針》

　　生活環境全般について考え、地域として地球

　温暖化防止にも取り組みます。

《事業目標》
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土器川一斉清掃の様子 

 

 

 

倒れかけているムクノキを補助する様子 
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年４回4
女性レベルアップ推
進活動

●女性のレベルアップに関する
研修会を実施する。

年２回

参加者
１３０名以上

3 炊き出し訓練の実施
●災害時における炊き出し作
業の訓練及び配食を実施す
る。

年２回

2 敬老会の開催
●川西地区の敬老会を開催す
る。　（参加者の増を目指す。）

年１回
参加者

８０名以上
参加者

１００名以上

２１・２２ ２３・２４

1
日本赤十字社資募集
活動

●日赤奉仕団として、自治会
及び法人・個人有志宅を訪問
し、社資の募集をする。

年１回
１，１３３千円

年１回
１，３００千円

事業名 具体的取組内容
目　　　　　標

2019 2020

　⑤人に温かく豊かな心を育むまちづくり（女性部）

《基本方針》

　　思いやりのある和のこころを大切にして、地域

　住民どうしの絆を深めていきます。

《計画目標》
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「認知症カフェ」の様子 

 

 

 

「川西町敬老会」の様子 
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《事業目標》

Ⅲ　健康に暮らせる

⑥　健康で生きがいを感じるまちづくり（保健部）

《基本方針》

　　自分や家族の健康に関心を持ち、生活習慣の

　改善と受診率の向上を推進します。

８自治会
９０名

事業名 具体的取組内容
目　　　　　標

現状 2020 ２１・２２ ２３・２４

健康相談（認知症等）
●各自治会集会場において健
康相談を実施する。

４自治会
５８名

1

年３回
各２０名

検診・受診率の向上
●結核及び肺がんの移動検診
の受診数を増加させる。

５箇所
４２４名

５箇所
５００名

子育て講座
●専門講師を招き子育てに関
する講座を開催する。

年２回
各１５名

年３回
各２５０名

健康教室
●専門講師を招き健康に関す
る講座を開催する。

年３回
各２８名

年３回
各３０名

高齢者配食ｻｰﾋﾞｽ
●メニューを変えながら高齢者
に対して食事を配る。（８５歳以
上）

年３回
各２００名

月１回
各３０名

「避難所保健活動」
調査研究

●防災訓練等に併せて炊き出
し食の研究調査を実施する。

年２回
５００名

年３回
７５０名

7
「にじいろカフェ」共
同実施

●福祉団体と連携して認知症
カフェを開催する。

月１回
各２０名

2

3

4

5

6
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「結核・肺がん検診」での受診の様子 

 

 

 
川西町「親子で遊ぼう」教室の様子 
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6
ライフライン「ＳＴＯＰ
時」対策の強化

●必要家庭の調査と対策機器
の整備

調査と整備

4 福祉施設訪問
●生涯学習クラブの協力のもと
町内福祉施設を訪問する。

年１回

5
チャリティバザー協力
参加

●市社会福祉協議会主催チャ
リティバザーに協力参加する。

年１回

年１回
2,300千円

調査と整備
実訓練により
対応策の向上

年２回

3
赤い羽根共同募金活
動

●募金ボランティアの協力を得
て、自治会未加入世帯や法人
を訪問し募金を実施する。

年１回
2,276千円

2
災害時要配慮者支援
対策

●災害時の要配慮者・支援者
の調査及び登録を実施する。

年１回

２１・２２ ２３・２４

1 高齢者調査訪問活動

●一人暮し高齢者の状況調査
及び自宅訪問を実施する。

(調査）年１回
(訪問）月１回

●寝たきり高齢者の状況調査
及び個別訪問を実施する。

事業名 具体的取組内容
目　　　　　標

現状 2020

(調査）年２回
(訪問）年2回

⑦　福祉に関心を持つまちづくり（福祉部）

《基本方針》

　　住み慣れたところで『安全に、安心して、幸せに』

　暮らせるまちづくりに取り組みます。

《事業目標》
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街頭募金の様子 

 

 

 

一人暮らし世帯のための寿司づくりの様子 
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《事業目標》

Ⅳ　活力みなぎる

⑧　元気な子供を育てるまちづくり（青少年健全育成部）

《基本方針》

　　子ども会や学校・ＰＴＡなどと連携し、世代を超え

　た交流の中から未来を担う子どもを育てます。

事業名 具体的取組内容
目　　　　　標

現状 2020 ２１・２２ ２３・２４

年１回
1,000名

「ふれあい農園」の実施

●地元農家の協力のもと、子
ども達に田植え・稲刈りの体験
をさせる。

年１回
１５家族

年１回
２０家族

「愛・会いまつり」の
開催

●愛・会いまつりを開催し、地
域親子間の交流を図る。

年１回
９００名

「親子もちつき大会」
の開催

●親子もちつき大会を開催し、
地域親子間の交流を図る。

年１回
５０名

年１回

８０名

青少年非行防止啓発
活動

●地元小中学校と協力しなが
ら、青少年の非行防止のため
に必要な活動を実施する。

随時

「防犯パトロール」の
実施

●各部会ごとに期間を分担し
地元スーパーや公園などの夜
間見回りを実施する。

年１回

1

2

3

4

5
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真夏のイベント「川西町愛・会いまつり」の様子 

 

 

 

稲刈り作業後の記念撮影の様子 
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高齢化社会
での内容の

充実
6 「町民体育祭」の開催 ●「町民体育祭」を開催する。

年１回
６２６名

高齢化社会で
の内容の充実

高齢化社
会での内
容の充実

年１回
１０ﾁｰﾑ

5
「町内室内ペタンク大
会」の開催

●「町内室内ペタンク大会」を
開催する。

年１回
１１ﾁｰﾑ

年１回
１５ﾁｰﾑ

4
「町内ソフトボール大
会」の開催

●「町内ソフトボール大会」を開
催する。

年１回
７ﾁｰﾑ

年１回
７０名

3
「町内ソフトバレー
ボール大会」の開催

●「町内ソフトバレーボール大
会」を開催する。

年１回
６ﾁｰﾑ

年１回
１０ﾁｰﾑ

2
「ほたるウォーク大
会」の開催

●「ほたるウォーク大会」を開
催する。

年１回
５４名

２１・２２ ２３・２４

1
「健康ウォーク大会」
の開催

●「健康ウォーク大会」を開催
する。

年１回
２３３名

年１回
２５０名

事業名 具体的取組内容
目　　　　　標

2019 2020

⑨　スポーツを通じたまちづくり（体育部）

《基本方針》

　　生涯スポーツを推進し、お年寄りから子どもまで

　『元気な身体と豊かな心』づくりを目指します。

《事業目標》
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町内ソフトバレーボール大会の様子 

 

 

 

町内ソフトボール大会の様子 
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開催期日 内　　容 審　　　議　　　内　　　容

　①第１次計画書に基づく事業の進捗状況および課題等の確認

　②第２次計画書策定に係るスケジュール・内容等について検討

　①第２次計画書の全体枠組みについて検討・協議

　②第２次計画書における具体的項目の検討について各部へ依頼

　①「我々が目指すもの」の具体的内容の協議および内容の確定

　②全体素案について事務局（案）の提案および検討

　①計画書全体概要の内容確認

　②「実施計画」の内容について各部会へ検討を依頼

　①「実施計画」の具体的内容の協議および内容の確定

　②「第１次計画の成果と課題」の事務局（案）の提案および内容の検討

川西コミュニティ第２次まちづくり計画　

平成３０年
6月26日

第１回策定委員会

7月31日 第２回策定委員会

策　定　の　経　緯

8月28日 第３回策定委員会

3月26日

第９回策定委員会

第１０回策定委員会

9月25日 第４回策定委員会

10月30日 第５回策定委員会

11月29日 第６回策定委員会

12月27日 第７回策定委員会

平成３１年
1月29日

第８回策定委員会

2月28日

　「我々が目指すもの」の事務局（案）の提案および内容の検討

　「５年間でやるべきこと」の事務局（案）の提案および内容の検討

　「５年間でやるべきこと」の具体的内容の協議および内容の確定

　「実施計画」の事務局（案）の提案および内容の検討

　計画書原案　の最終確認および確定
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氏　　名 団　　　　体　　　　名

1 委 員 長 岩 崎 正 朔 川西地区地域づくり推進協議会会長／川西地区連合自治会会長

2 副 委 員 長 大 谷 透 川西地区地域づくり推進協議会副会長／川西地区連合自治会副会長

3 副 委 員 長 香 川 利 秀 川西地区地域づくり推進協議会副会長／川西地区長寿会会長

4 副 委 員 長 松 岡 静 男 川西地区地域づくり推進協議会副会長／人権擁護委員

5 委 員 杉 峯 正 夫 川西地区地域づくり推進協議会事務局長／川西地区連合自治会副会長

6 委 員 松 永 徹 川西地区地域づくり推進協議会監査

7 委 員 菅 原 文 隆 川西地区地域づくり推進協議会監査

8 委 員 多 田 光 廣 川西地区地域づくり推進協議会幹事

9 委 員 松 永 恭 二 川西地区地域づくり推進協議会幹事

10 委 員 岩 崎 勝 川西地区地域づくり推進協議会幹事

11 委 員 田 所 育 雄 川西地区地域づくり推進協議会幹事

12 委 員 守 家 学 川西地区地域づくり推進協議会幹事

13 委 員 北 山 武 川西地区地域づくり推進協議会幹事

14 委 員 溝 口 三 千 子 川西地区地域づくり推進協議会幹事

15 委 員 玉 井 豊 夫 川西地区地域づくり推進協議会幹事

16 委 員 谷 本 ち ず 子 川西地区地域づくり推進協議会幹事

17 事 務 局 高 橋 義 雄 川西コミュニティセンター職員(OB)

18 事 務 局 曽 根 勢 津 雄 川西コミュニティセンター職員(OB)

19 事 務 局 河 﨑 充 雄 川西コミュニティセンター職員

20 事 務 局 山 崎 香 里 川西コミュニティセンター職員

21 事 務 局 守 家 英 明 丸亀市地域担当職員

22 事 務 局 山 田 慎 一 丸亀市地域担当職員

23 事 務 局 野 村 卓 也 丸亀市地域担当職員

川西コミュニティ第２次まちづくり計画

策　　定　　委　　員　　名　　簿

役 職 名
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組織図

自主防災組織
副会長
事務局長

川西地区地域づくり推進協議会

総　会 役員会 顧　問

会長

部会構成団体

監査
幹事

総務部 人権部 防災部 環境部 女性部 福祉部
青少年健全
育成部

体育部

部　長　・　副　部　長　・　書　記

部　　　会　　　委　　　員

代　　　　　議　　　　　員

長寿会 母子愛育班 城辰幼稚園ＰＴＡ 地域安全推進委員会 スポーツ推進委員

連合自治会 福祉ママ会議 城辰小学校ＰＴＡ 保護司協議会 体協城辰支部

土地改良区 城辰小学校 ゴミ減量化推進委員会 消防団第８分団 スポーツ少年団

北総代会 母子保健推進員 城辰保育所保護者会 食生活改善推進協議会 子ども会

川西町遺族会 城辰幼稚園 環境美化推進委員会 川西駐屯所

民生児童委員 城辰保育所 人権擁護委員協議会 香川県農協

主任児童委員 南中学校ＰＴＡ 交通安全協会 フジグラン丸亀
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